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教
祖
か
ら
戴
い
た

お
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト

婦
人
会
滋
賀
教
区
主
任

中
西

は
つ
よ

12
月
29
日
は
私
に
と
っ
て
、
緊
張
感

と
と
も
に
特
別
な
思
い
を
抱
い
て
過
ご

し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
コ
ン

ゴ
（
ア
フ
リ
カ
）
の
地
で
産
声
も
上
げ

ず
、
仮
死
状
態
で
母
の
お
腹
か
ら
取
り

出
さ
れ
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
誕
生
日

は
命
を
つ
な
い
で
い
た
だ
い
た
親
神
様
、

教
祖
に
お
礼
申
し
上
げ
る
大
切
な
日
、

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
日
だ
と
両
親
か
ら

聞
か
さ
れ
て
育
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
ん
な
私
も
昨
年
、
還
暦
を
迎
え
、

双
子
の
兄
と
一
緒
に
赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ

ん
こ
を
着
て
、
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
で
、
皆

に
囲
ま
れ
祝
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は

本
当
に
嬉
し
く
、
特
別
な
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
数
日
後
、
私
は
嫁
い

で
か
ら
初
め
て
年
末
に
高
熱
で
ダ
ウ
ン

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ハ
ッ
ピ
ー
な
流

れ
の
ま
ま
今
年
を
終
え
る
は
ず
で
し
た

が
、
満
60
歳
の
誕
生
日
は
寝
床
で
迎
え

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
届
く
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
合
わ
せ
て
「
大
丈
夫
？
」
と
の
お

見
舞
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

こ
の
絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
お
仕

込
み
は
、
教
祖
し
か
で
き
な
い
私
へ
の

誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
と
確
信
し
た
の

で
す
。
そ
し
て
、
病
ん
だ
か
ら
こ
そ
毎

日
主
人
に
お
さ
づ
け
を
取
り
次
い
で
も

ら
う
中
に
、
教
祖
が
心
の
掃
除
を
し
て

下
さ
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
親

の
温
も
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ま

た
一
番
に
心
に
掛
か
っ
て
い
た
日
々

の
食
事
の
事
や
お
節
料
理
の
事
も
、
案

じ
ず
と
も
娘
た
ち
が
分
担
し
て
力
を
合

わ
せ
て
こ
な
し
て
く
れ
、
無
事
に
元
旦

祭
を
勤
め
、
家
族
揃
っ
て
新
春
を
迎
え

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

年
頭
の
ご
挨
拶
で
真
柱
様
は
、

本
当
に
一
手
一
つ
に
な
れ
ば
、
自

分
一
人
で
は
出
な
い
力
を
与
え
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
分
一
人
で
は
味
わ
う
こ
と

の
で
き
な
い
喜
び
を
味
わ
わ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
の
で

あ
り
ま
す
。

と
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ま

さ
に
今
年
の
お
節
料
理
は
、
格
別
に
心

に
染
み
る
味
わ
い
で
し
た
。

さ
て
、
年
祭
活
動
三
年
目
、
天
理
教

婦
人
会
第
１
０
７
回
総
会
は
「
総
て
の

会
員
が
お
ぢ
ば
へ

人
を
誘
っ
て
お
ぢ

ば
へ
」
を
合
言
葉
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

教
区
管
内
の
皆
様
に
は
、
一
人
で
も
多

く
の
人
に
声
を
掛
け
合
い
、
互
い
に
誘

い
合
っ
て
、
お
ぢ
ば
へ
、
教
祖
の
元
へ

帰
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
喜
び
い
っ
ぱ
い
の
婦
人
会
員
で
会
場

を
埋
め
尽
く
す
、
そ
ん
な
姿
を
教
祖
に

ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
丹
精
に
励
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
本
年
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

5月31日or6月1日 第４回ようぼく一斉活動日
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本
部
よ
り
の
連
絡

▽
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
自
主
プ
ロ
グ
ラ
ム
講
師
派
遣
に
つ
い
て
（
再
掲
）

・
趣

旨
第
４
、
５
回
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
の
自
主
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
、
希
望
に
よ
り
講
話
や
お
て
ふ
り
等
の
講
師
の
派
遣
を
行
い
ま
す
。

・
派
遣
講
師

本
部
在
籍
者
（
本
部
員
、
准
員
）
、
た
す
け
委
員
会
委
員

・
手
続
き

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
ず
教
区
実
行
委
員
会

を
通
し
て
、
派
遣
希
望
の
３
か
月
前
ま
で
に
、
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動

日
事
務
局
（
布
教
部
布
教
二
課
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
既
に
講

師
が
決
定
し
て
い
る
場
合
、
申
込
書
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
留
意
事
項

〇
講
師
の
交
通
費
、
宿
泊
費
は
各
支
部
で
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

〇
講
師
へ
の
御
礼
は
、
１
会
場
１
万
円
と
し
ま
す
。

〇
講
師
の
選
定
に
つ
い
て
は
一
任
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ
先

よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
事
務
局
（
布
教
二
課
）

電
話

：

０
７
４
３
‐
６
３
‐
２
２
４
５
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
５
７
８
）

メ
ー
ル
：

yik140@tenrikyo.or.jp

▽
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
人
間
ド
ッ
ク
」
の
ご
案
内
・
・
・
・
・
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
病
院

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
人
間
ド
ッ
ク
は
、
短
時
間
で
気
軽
に
健
診
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
通
常
の
１
泊
２
日
の
人
間
ド
ッ
ク
か
ら
検
査
内

容
を
厳
選
し
、
日
帰
り
で
受
け
ら
れ
る
健
診
で
す
。
ご
多
忙
で
、

ご
自
身
の
健
康
管
理
に
時
間
を
取
れ
な
い
方
に
お
勧
め
の
人
間
ド
ッ

ク
で
す
。
（
詳
細
は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
）

教
区
よ
り
の
連
絡

▽
第
４
回
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
に
つ
い
て

・
計
画
書
に
つ
い
て
（
再
掲
）

第
４
回
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
の
計
画
書
を
作
成
し
、
２
月
２
日
（
本
日
）

ま
で
に
教
区
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
次
期
の
支
部
役
職
名
簿
提
出
の
お
願
い
（
再
掲
）

３
月
末
日
を
も
っ
て
支
部
役
職
の
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
。
４
月
か
ら
の
次
期

の
新
し
い
支
部
役
職
名
簿
の
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
専
用
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ

リ
を
お
配
り
し
ま
す
の
で
、
新
し
い
名
簿
表
を
作
成
し
て
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

教
区
提
出
締
め
切
り
は
２
月
２
日
（
本
日
）
で
す
。

▽
立
教
１
８
８
年
度

年
間
活
動
計
画
書
提
出
の
お
願
い
（
再
掲
）

各
部
、
各
会
に
来
年
度
の
活
動
計
画
書
を
お
配
り
い
た
し
ま
す
。

教
区
提
出
締
め
切
り
は
２
月
２
日
（
本
日
）
で
す
。

▽
令
和
７
年
度
分

財
務
帳
簿
に
つ
い
て

財
務
帳
簿
の
お
申
込
み
分
を
本
日
（
２
月
２
日
）
配
布
い
た
し
ま
す
。
代
金
は

３
月
２
日
ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

布
教
部

・
・
山
﨑
部
長
・
・

▽
立
教
１
８
８
年

全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
に
つ
い
て

・
実
施
計
画
の
提
出
に
つ
い
て
（
再
掲
）

●
提
出
締
切
り

２
月
26
日
（
水
）

実
施
計
画
は
、
布
教
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
「
実

施
計
画
書
入
力
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
、
実
施
会
場
ご
と
に
入
力
し
送
信
し
て
く
だ
さ

い
。
送
信
す
る
と
、
す
ぐ
に
送
信
者
と
教
区
に
確
認
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

・
「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と
」
に
案
内
掲
載
を
（
再
掲
）

チ
ラ
シ
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

各
支
部
の
ペ
ー
ジ
に
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
の
案
内
を
掲
載
し
ま
し
ょ
う
。

・
チ
ラ
シ
と
参
加
カ
ー
ド
の
申
込
数
（

チ
：
チ
ラ
シ

カ
：
カ
ー
ド

単
位
：
枚
）

大

津

チ
２
0
０

カ
１
0
０

江

西

チ
５
０
０

カ
４
０
０

江

南

チ
５
０
０

カ
１
０
０

江
南
北

チ
６
０
０

カ
２
０
０

江

東

チ
８
０
０

カ

０

江
東
南

チ
３
０
０

カ
１
０
０

湖

北

チ
５
０
０

カ

０

西

湖

チ
４
０
０

カ

０

教
区
集
計

チ
３
８
０
０

カ
９
０
０

※
配
布
は
２
月
２
日
（
本
日
）
で
す
。

▽
「
ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル
・
子
育
て
支
援

講
座
」
開
催
の
お
知
ら
せ
（
再
掲
）

・
日

時

３
月
１
日
（
土
）

受
付

午
前
９
時
30
分

９
時
45
分
開
講

12
時
30
分
終
了
予
定
（
お
弁
当
を
配
布
し
ま
す
）

日帰りドッグ

自主プログ
ラムの

講師派遣
について➡

自主プログ
ラムの

講師派遣
願書➡
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・
会

場

教
務
支
庁

・
対

象

教
会
長
、
教
会
長
配
偶
者
、
青
少
年
育
成
に
興
味
の
あ
る
方
、

子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

・
講

師

中
村

睦

・
Ｔ
Ｆ
Ａ
式
陽
気
ぐ
ら
し
子
育
て
講
座
講
師

他

・
天
理
教
越
長
濱
分
教
会
長
夫
人

大
原

薫
男

・
大
津
市
教
育
委
員
会
非
常
勤
講
師

他

・
薫
大
津
布
教
所
（
幅
下
部
属
）
長

社
会
福
祉
士

・
申
込
み

各
支
部
の
布
教
部
員
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
先
月
発
行
の
教
区
報
で
、
当
該
講
座
の
開
催
日
時
が
間
違
っ
て
お
り
ま
し
た
。
訂

正
の
上
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

社

友

・
・
藤
嵜
代
表
社
友
・
・

▽
新
刊
案
内

☆
『
続
・
お
や
さ
ま
の
温
も
り
』

白
熊
繁
一
著

（
既
報
）

２
月
１
日
発
売

定
価
３
３
０
円
（
税
込
み
）

☆
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
よ
う
こ
そ
お
か
え
り
天
理
』

２
月
１
日
発
売

定
価
５
５
０
円
（
税
込
み
）

☆
『
心
に
吹
く
風
』

茶
木
谷
吉
信
著

３
月
１
日
発
売

定
価
１
１
０
０
円
（
税
込
み
）

▽
新
よ
う
ぼ
く
の
方
へ
の
『
天
理
時
報
』
贈
呈
に
つ
い
て

新
よ
う
ぼ
く
の
方
に
『
天
理
時
報
』
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
（
希
望
者
の
み
）

お
ぢ
ば
か
ら
送
ら
れ
る
〝
教
祖
の
お
便
り
〟
を
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
申
し
込
み
チ
ラ
シ
は
直
属
よ
り
配
布
）

▽
『
グ
ラ
フ
天
理
５
１
５
号
』
に
つ
い
て

グ
ラ
フ
天
理
５
１
５
号
（
お
節
会
）
を
本
日
（
２
月
２
日
）
配
布
い
た
し
ま
す
。

啓
発
委
員
会

・
・
橋
本
委
員
長
・
・

▽
２
０
２
５
年
度
滋
賀
同
宗
連
全
体
研
修
会
の
お
知
ら
せ

・
日

時

２
月
27
日
（
木
）
受
付
13
時
30
分

開
会
14
時

閉
会
16
時

・
場

所

東
近
江
市
立

能
登
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◇ トワイライト人間ドック ◇
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・
演

題

「
宗
教
者
の
差
別
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」

・
講

師

鳥
井
新
平
氏

（
日
本
基
督
教
団
近
江
平
安
教
会
牧
師
）

献
血
推
進
委
員
会

・
・
竹
下
委
員
長
・
・

▽
１
月
献
血
実
績
（
12
／
21
～
１
／
20
）

☆
び
わ
こ
草
津
献
血
ル
ー
ム

江

西

３
名

江
南
北

１
名

★
合

計

江

東

１
名

江
東
南

１
名

成

分

４
名

☆
献
血
バ
ス

４
０
０
㎖

９
名

大

津

１
名

江

西

１
名

江
南
北

１
名

江

東

１
名

湖

北

１
名

西

湖

２
名

今
月
も
、
大
勢
の
方
の
ご
協
力
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

尚
、
「
献
血
会
場
の
ご
案
内
」
を
「
教
区
支
部
情
報
ね
っ
と
」
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

婦
人
会

・
・
中
西
教
区
主
任
・
・

▽
婦
人
会
庁
舎
清
掃
ひ
の
き
し
ん

・
２
月
（
１
月
31
日
）

湖
北
支
部

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
３
月
（
期
日
未
定
）

西
湖
支
部

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

少
年
会

・
・
大
北
団
長
・
・

▽
「
わ
か
ぎ
の
集
い
」
の
ご
案
内

日
頃
は
少
年
会
活
動
の
上
に
お
力
添
え
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
、
少
年
会
員
の
育
成
、
丹
精
並
び
に
会
員
ど
う
し
の
親
睦
を
図
る
上
か
ら
、

下
記
の
通
り
、
「
わ
か
ぎ
の
集
い
」
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
又
、
二
日
目
に
は

ス
キ
ー
教
室
を
行
い
ま
す
の
で
、
一
人
も
で
多
く
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
声

が
け
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

・
日

時

３
月
１
日
（
土
）

13
時
受
付

14
時
開
講

３
月
２
日
（
日
）

17
時
解
散
予
定

・
場

所

蒲
生
大
教
会

今
庄
ス
キ
ー
場
（
二
日
目
）

・
対

象

小
学
６
年
生
～
中
学
3
年
生

・
参
加
費

２
千
円
（
レ
ン
タ
ル
代
は
含
み
ま
せ
ん
）

※
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
（
一
式
）
代

１
千
円

※
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
代

１
千
円

（
ゴ
ー
グ
ル
、
手
袋
、
帽
子
は
含
み
ま
せ
ん
）

・
内

容

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、
お
つ
と
め
練
習
、
ひ
の
き
し
ん
、
ス
キ
ー
教
室

・
持
ち
物

着
替
え
、
洗
面
用
具
、
ゴ
ー
グ
ル
、
手
袋
、
帽
子

お
持
ち
の
方
は
、
ス
キ
ー
一
式
、
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア

・
申
込
み

別
紙
申
込
書
（
教
会
・
布
教
所
に
配
布
）
に
て
各
支
部
少
年
会
委
員
へ

２
月
20
日
ま
で
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

学
生
担
当
委
員
会

・
・
宮
垣
委
員
長
・
・

▽
「
立
教
１
８
８
年

春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
」
に
つ
い
て
（
再
掲
）

・
期

日

３
月
28
日
（
金
）

・
式

典

午
前
10
時

本
部
中
庭

式
典
後

直
属
ア
ワ
ー

前
日
行
事

春
Fes

夕
づ
と
め
後
～
９
時

道
の
教
職
員
の
集
い

・
・
雲
出
代
表
・
・

▽
「
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
」
の
お
知
ら
せ

・
期

日

２
月
８
日
（
土
）

・
場

所

な
ら
歴
史
芸
術
文
化
村

〒
６
３
２
‐
０
０
３
２

奈
良
県
天
理
市
杣
之
内
町

４
３
７
‐
３

布教月報

道友社報

情報ねっと

学生担当者報

ＱＲ
コーナー

春学要項
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水
口
城
址
か
ら
北
へ
約
５
百
ｍ
、
綾
野
天

満
宮
の
門
前
に
郷
山
分
教
会
は
あ
る
。
水
口

町
の
旧
市
街
地
に
あ
る
銅
板
葺
き
の
神
殿
は
、

上
級
水
口
大
教
会
か
ら
も
約
１
㎞
と
い
う
近

い
場
所
に
建
つ
。

郷
山
分
教
会
の
歴
史
は
、
明
治
29
年
４
月

８
日
、
甲
賀
郡
水
口
町
大
字
水
口
二
一
六
五

番
地
に
、
中
村
六
右
衛
門
を
所
長
と
し
て
郷

山
出
張
所
（
河
原
町
部
内
と
し
て
）
の
お
許

し
を
戴
い
た
こ
と
に
始
ま
る
。

中
村
六
右
衛
門
は
、
身
上
や
事
情
が
あ
っ

た
わ
け
で
も
な
く
、
先
に
信
仰
し
て
い
た
兄

の
田
代
兵
衛
が
熱
心
に
信
仰
す
る
姿
を
見
て

入
信
し
た
と
い
う
。
明
治
20
年
頃
、
斯
道
会

の
流
れ
で
御
教
え
が
甲
賀
郡
に
急
速
に
広
ま

り
、
田
代
兵
衛
も
そ
の
中
で
入
信
し
て
い
た
。

実
直
な
六
右
衛
門
は
、
寝
る
間
を
惜
し
ん
で

お
た
す
け
に
奔
走
。
寄
り
集
う
信
者
は
瞬
く

間
に
増
し
て
、
明
治
21
年
に
は
斯
道
会
76
号

講
社
を
結
成
し
て
い
る
。
こ
の
頃
、
周
辺
で

結
成
さ
れ
た
講
社
は
幾
多
に
及
び
、
こ
れ
が

元
に
な
っ
て
、
甲
賀
や
水
口
の
教
会
設
立
の

礎
と
な
っ
て
実
を
結
ん
で
い
る
。

明
治
30
年
、
六
右
衛

門
は
郷
山
出
張
所
の
神

殿
を
建
築
。
そ
の
後
、

徹
底
し
た
尽
く
し
運
び

の
信
仰
を
貫
き
、
水
口

支
教
会
の
神
殿
建
築
や
、

河
原
町
分
教
会
の
移
転

建
築
に
私
財
を
果
た
し

て
運
ん
だ
。
そ
の
結
果
、

借
財
の
返
済
が
滞
り
、

土
地
建
物
を
差
し
押
さ

え
ら
れ
、
明
治
41
年
に

水
口
町
四
二
七
〇
番
地

に
移
転
し
て
、
大
正
７

年
５
月
六
右
衛
門
は
怒

涛
の
人
生
を
終
え
た
。

そ
の
信
仰
を
受
け
継

い
で
、
同
年
７
月
に
二

代
会
長
に
就
任
し
た
の
は
、
広
島
県
尾
道
市

で
８
年
間
の
単
独
布
教
を
終
え
た
長
男
七
之

助
で
あ
る
。
就
任
と
と
も
に
水
口
町
四
三
一

〇
番
地
へ
二
度
目
の
移
転
を
し
て
父
の
借
財

を
整
理
し
、
さ
ら
に
大
正
14
年
５
月
に
は
、

水
口
町
二
二
一
五
番
地
（
現
在
地
）
へ
三
度

目
の
移
転
。
藁
葺
き
の
養
蚕
場
を
瓦
葺
の
中

二
階
へ
改
造
し
て
神
殿
を
設
え
た
。
苦
労
が

し
つ
ら

多
い
中
も
父
の
信
仰
を
ま
っ
す
ぐ
に
辿
っ
た

七
之
助
は
、
昭
和
６
年
７
月
に
出
直
す
。

七
之
助
の
長
男
昌
治
は
、
京
都
に
あ
っ
た

部
内
都
小
川
分
教
会
の
会
長
と
し

て
赴
任
し
て
い
た
関
係
で
、
三
代

会
長
に
は
水
口
大
教
会
派
遣
の
嶋

本
幸
吉
が
就
任
。
そ
の
後
、
昭
和

11
年
７
月
に
は
隣
地
を
購
入
し
て

敷
地
を
拡
張
し
、
昭
和
13
年
11
月

に
昌
治
が
四
代
会
長
の
お
許
し
を

戴
い
た
。
時
代
は
戦
時
下
と
な
り
、

革
新
か
ら
復
元
へ
お
道
が
大
き
く

揺
れ
動
く
中
、
昭
和
21
年
11
月
に

昌
治
会
長
は
46
歳
と
い
う
若
さ
で

出
直
し
た
。

昭
和
22
年
２
月
、
昌
治
の
妻
フ

サ
ヱ
が
五
代
会
長
の
お
許
し
を
戴

く
。
二
十
年
の
在
任
中
、
昭
和
32

年
に
は
神
殿
増
改
築
及
び
付
属
建

物
増
築
を
果
た
し
た
。

昭
和
41
年
10
月
に
六
代
会
長
の

お
許
し
を
戴
く
の
は
、
単
独
布
教
や
青
年
づ

と
め
で
長
年
伏
せ
込
ん
だ
長
男
弘
善
で
あ
る
。

就
任
と
同
時
に
、
神
殿
増
改
築
及
び
神
饌
所

増
改
築
に
着
手
。
さ
ら
に
昭
和
47
年
に
は
付

属
建
物
増
改
築
を
行
う
が
、
建
築
中
の
10
月

22
日
、
蒲
生
大
教
会
長
就
任
奉
告
祭
に
ご
臨

席
の
真
柱
様
が
、
御
帰
和
の
際
に
ご
参
拝
下

さ
る
と
い
う
栄
誉
を
賜
る
。
そ
し
て
、
昭
和

61
年
に
は
境
内
地
拡
張
と
神
殿
建
築
の
お
許

し
を
戴
き
、
翌
年
11
月
８
日
に
神
殿
落
成
奉

告
祭
を
執
行
し
た
。
果
た
し
て
平
成
２
年
４

月
21
日
、
真
柱
様
の
御
巡
教
を
賜
り
、
３
百

数
十
名
の
教
信
者
は
親
心
あ
ふ
れ
る
お
言
葉

を
賜
っ
た
。

長
男
昌
弘
は
、
天
理
大
学
卒
業
後
教
校
本

科
に
学
ん
で
い
た
が
、
昭
和
61
年
に
神
殿
建

築
が
始
ま
る
と
帰
会
し
て
ふ
し
ん
の
実
動
に

注
力
。
半
分
以
上
を
直
営
で
行
っ
た
と
い
う

施
工
の
主
力
と
し
て
活
躍
し
た
。
そ
し
て
平

成
８
年
２
月
、
教
会
創
立
百
周
年
の
旬
に
、

弘
善
の
辞
任
を
受
け
て
七
代
会
長
に
就
任
す

る
。
そ
の
後
、
神
殿
ふ
し
ん
で
培
っ
た
知
識

と
技
術
を
活
か
し
、
大
教
会
や
部
内
の
営
繕

工
事
に
率
先
し
て
務
め
て
い
る
。
「
大
教
会

の
御
用
を
一
番
と
思
っ
て
動
い
て
い
る
と
、

自
然
に
自
教
会
や
部
内
の
事
が
上
手
く
い
く

ん
で
す
」
と
語
る
昌
弘
会
長
。
年
祭
活
動
で

は
毎
月
一
回
、
部
内
教
会
も
呼
び
か
け
て
お

ぢ
ば
帰
り
を
実
施
し
、
本
部
の
境
内
地
ひ
の

き
し
ん
を
続
け
て
い
る
。
「
伏
せ
込
み
の
継

続
が
ご
守
護
の
源
で
す
」
と
微
笑
ん
だ
。

教
会
探
訪
ル
ポ

あ
の
街

こ
の
教
会
№116

郷
山
分
教
会
（
水
口
・
江
南
北
支
部
）

ご

う

さ

ん
会
長

中
村

昌
弘

住
所

甲
賀
市
水
口
町
城
東
四
番
四
〇
号

昌弘会長ご夫妻

国道１号線

●

郷山分教会

●

水口城址

●

水口大教会
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／16 啓発委員会 10:00
／20 教会探訪ルポ取材 山上分教会 10:30
／25 教区長会議（38母屋）15:00
／28 少年会例会 10:00
／30 布教部例会 14:00 広報委員会 15:00
／31 庁舎清掃ひのきしん 湖北支部 10:00

１月 教区日誌

２月 行事予定

／２ 主事会、役員会、婦人会例会
学生層育成者講習会

本部学担委員 篠森吉治先生来訪
／８ 道の教職員の集い 近畿ブロック研修会
／25 教区長会議（38母屋）16:00
／27 滋賀同宗連全体研修会 10:00
／28 広報委員会 10:00
(未定)庁舎清掃ひのきしん 西湖支部

◇２月開庁時間 午前９時～午後４時
◇２月閉庁日 14日 23日 25日 26日
（ 休日連絡先 ☎ 080-8341-1563 鈴木 ）

・池戸 さと 氏［湖東 大津］
い け ど

９６歳 湖元分教会前々会長夫人
こ げ ん

１２月１６日 出直されました

・松山 茂 氏［船場 江西］
ま つ やま しげる

８９歳 基充分教会前会長
も と みつ

江西支部長 地方委員 歴任
１月１７日 出直されました

・大橋 惠美子 氏［大原 湖北］
お お はし え み こ

８３歳 今浜分教会前会長夫人
い ま はま

１月２５日 出直されました

訃 報

３
月
１
日(

土)

教
区
ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル

「
子
育
て
支
援

講
座
」
講
師

中
村
睦
先
生

＆

大
原
薫
男
先
生

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
を
、
解
決
へ
と
導
く
コ
ツ
や
ヒ
ン
ト
を
学
び
ま
す


